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▶骨粗鬆症性脊椎骨折の治療 Cutting Edge
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近年の急速な高齢化と骨粗鬆症に対する診断・治療法の進歩によ
り，有痛性の骨粗鬆症性脊椎骨折(osteoporotic vertebral frac-
ture)にも，無症候性の骨粗鬆症性脊椎骨折(いわゆる「いつのまに
か骨折」)に対しても積極的に治療が行われるようになりました．そ
して薬物治療や手術療法の大部分は欧米から導入されましたが，超
急速な高齢化の進行しているわが国では，そのまま欧米のエビデン
スを適用できない現状もあります．また，むしろ超急速に高齢化の
進行している日本から世界に向けて新たなエビデンスを発信して，
世界の高齢化をリードしていく必要があります．そこで次のクリニ
カルクエスチョン(clinical question)について日本の現状を明らか
にしたいと執筆者たちにお願いしました．
提示したクリニカルクエスチョンは，1)骨粗鬆症性脊椎骨折に対

する診断・治療の進歩は自然経過に変化を与えたか，2)骨粗鬆症性
脊椎骨折に対する適切な装具療法は何か(軟性コルセット対硬性コ
ルセット)，3)現時点で最強とされている PTH 製剤の骨粗鬆症性
骨折に対する予防効果と続発性骨折に対する予防効果の実際はどう
か，4)骨粗鬆症性脊椎骨折に対する balloon kyphoplasty(BKP)は
真に治療成績を向上させたか，5)骨粗鬆症性椎体骨折後偽関節に対
する手術療法は真に治療成績を向上させたか，6)骨粗鬆症性椎体骨
折後偽関節に対する固定術の治療成績不良例に対する予防法はなに
か，7)骨粗鬆症性脊椎骨折に対する手術療法は患者の生命予後に影
響を与えたか，の 7つです．
さらにこれらのクリニカルクエスチョンには，薬物療法中心の既

存の「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン」とは異なり，整形外科
的視点の項目を優先的に選びました．今回，最近の学会で注目され
た発表を提示した俊英の皆様に，これらのクリニカルクエスチョン
に対する回答をお願いしました．いずれも力作で，最初から最後ま
でご熟読いただき，明日からの日常臨床のご参考にしていただけれ
ば幸いです．
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